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農作物被害状況の把握

◇鳥獣類による農作物被害の実態把握
に努め、市町村等へ届けましょう。

鳥獣の種類

スズメ、カラス、カモ、ムクドリ、ヒヨドリ、ハト、キジ、サギ、その他鳥類

ネズミ、ウサギ、クマ、イノシシ、モグラ、サル、シカ、カモシカ、タヌキ、ハクビシ
ン、アライグマ、ヌートリア、マングース、タイワンリス、キョン、その他獣類

被害面積

農作物に損傷を生じ基準収量又は基準品質から減収又は減質した面積

被害量

農作物に損傷を生じ基準収量又は基準品質から減収又は減質した量

被害金額

被害量に調査年におけるそれぞれの県内の被害地域における標準的な価格
の実態を表す被害農作物の単価を乗じて算出した金額

被害対策を行う上で、
必要なデータです。



農産課

鳥獣害対策係
096-324-1439（代）096-353-3561

（内線）4218
熊本市二の丸1番2号860-8527九州農政局

農産課

鳥獣害対策係
086-232-7225（代）086-224-4511

（内線）2429
岡山市下石井1丁目4番1号700-8532中国四国農

政局

農産課

鳥獣害対策係
075-414-9030（代）075-451-9161

（内線）2318
京都市上京区西洞院通り下
長者町下ル丁子風呂町

602-8054近畿農政局

農産課

鳥獣害対策係
052-218-2793（代）052-201-7271

（内線）2471
名古屋市中区三の丸1丁目2
番2号

460-8516東海農政局

農産課

鳥獣害対策係
076-232-5824（代）076-263-2161

（内線）3318
金沢市広坂2丁目2番60号920-8566北陸農政局

農産課

鳥獣害対策係
048-601-0533（代）048-600-0600

（内線）3318
さいたま市中央区新都心2番
地１

330-9722関東農政局

農産課

鳥獣害対策係
022-217-4180（代）022-263-1111

（内線）4096
仙台市青葉区本町3丁目3番
1号

980-0014東北農政局

担当ＦＡＸ電 話住 所郵便番号農政局名

お問い合わせ先（農林水産省）
農林水産省生産局農産振興課技術対策室
〒１００－８９５０ 東京都千代田区霞ヶ関１丁目２番１号
ＴＥＬ：０３－３５０２－８１１１（代表） ＦＡＸ：０３－３５９１－４９５８
担当：鳥獣害対策班（３７５６）



お問い合わせ先（独立行政法人）

（独）農業・生物系特定産業技術研究機構
中央農業総合研究センター鳥獣害研究室
〒３０５－８６６６ 茨城県つくば市観音台３－１－１
ＴＥＬ：029-838-8925 ＦＡＸ：029-838-8837

近畿中国四国農業研究センター鳥獣害研究室
〒６９４－００１３ 島根県大田市川合町吉永６０
ＴＥＬ：08５４-82-0144（代表） ＦＡＸ：0845-82-2280

（独）森林総合研究所 野生動物研究領域
〒３０５－８６８７ 茨城県つくば市松の里１番地
ＴＥＬ：029-873-3211（代表） ＦＡＸ：029-874-3720



野生鳥獣による農作物の被害防止対策の効果を上げるためには、
被害を受けている地域の方々が当事者としての自覚を持ち、個々の
取組みでなく共同で被害対策に取り組むことが大切です。
本マニュアルでは、鳥獣の生態と被害防止対策の基礎知識を提供
するものであり、地域の実情等に即し創意工夫を持って効果的な被
害防止対策に取り組まれることを期待します。

被害防止マニュアル作成ＷＧ委員

井上 雅央 奈良県農業技術センター高原農業振興センター所長
今井 康仁 獣医師
大井 徹 独立行政法人森林総合研究所関西支所グループ長
小泉 透 独立行政法人森林総合研究所野生動物研究領域チーム長
寺本 憲之 滋賀県東近江地域振興局環境農政部農産普及課課長補佐
仲谷 淳 独立行政法人農業・生物系特定産業研究機構

近畿中国四国農業研究センター鳥獣害対策室長

◎羽山 伸一 日本獣医畜産大学獣医学部助教授
（５０音順 ◎印は座長）

※掲載記事、イラスト、写真等の無断転載はご遠慮願います。
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